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感動ある地域ビジネスの創出

棚田deウェディング



工業統計キャラクター・
コウちゃん

　○　平成26年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平
成26年12月31日時点で実施します。

　○　工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする
政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

　○　調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎
資料として利活用されます。

　○　調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使
用することは絶対にありません。

　○　調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。

平成26年工業統計調査を実施します

経済産業省・徳島県・上勝町 総務課

十
一
月
二
十
一
日
、
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
、
十
二
月
二
日
公
示
、

十
二
月
十
四
日
に
投
開
票
を
行
な

い
ま
す
。

●

こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人

・
平
成
六
年
十
二
月
十
五
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

・
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
以
前

か
ら
引
き
続
い
て
上
勝
町
内
に

住
所
を
有
し
て
お
り
、
公
職
選

挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
人

  

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

出
産
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間

十
二
月
三
日
㈬
か
ら

十
二
月
十
三
日
㈯
ま
で

場
所
及
び
時
間

上
勝
町
役
場
本
庁
応
接
室

八
時
三
十
分
〜
二
十
時
ま
で

な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
期
日
前
投
票
は
、
十
二

月
七
日
㈰
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

不
在
者
投
票

●

病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病

院
・
施
設
等
に
入
院
︵
入
所
︶
し

て
い
る
方
は
、
院
長
等
に
申
し
出

る
と
そ
の
病
院
等
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

は
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
方
。

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
五
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の
証

明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
の
請

求
を
投
票
日
前
四
日
︵
十
二
月
十

日
㈬
︶
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
代
理
記
載
制
度
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
申
請
に
は
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

入
場
券

入
場
券
は
十
二
月
二
日
前
後
に

送
付
し
ま
す
。
︵
間
違
い
は
な
い

か
早
め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。︶

入
場
券
を
な
く
し
た
方
も
、
投

票
当
日
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
れ

ば
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の

受
付
で
、
そ
の
こ
と
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

転
出
者
に
は
、
入
場
券
を
送
付

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

転
入
地
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
転
出
地
︵
旧

住
所
地
︶
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

投
票
場
所

正
木
投
票
区

高
鉾
公
民
館

傍
示
投
票
区

傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー

福
原
投
票
区

福
原
多
目
的
集
会
所

︵
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
︶

生
実
投
票
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

旭

投

票

区

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

  

開   

票

日
時

十
二
月
十
四
日
㈰

即
日
開
票

二
十
一
時
十
五
分
か
ら

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

  

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
選
挙
管
理
委
員
会

︵
総
務
課
内
︶

☎
四
六
ー
〇
一
一
一

第47回 衆議院議員総選挙
第23回 最高裁判所裁判官国民審査

投票日  　12月14日㈰　　　投票時間  　7時〜20時
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上
勝
町
で
は
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
よ
り
採
用
予
定
の
職
員
採

用
の
追
加
試
験
を
次
の
要
領
に
て

行
い
ま
す
。

  

採
用
予
定
数

・
一
般
事
務
︵
大
卒
程
度
︶若

干
名

  

受
験
資
格

一
般
事
務

・
大
学
卒
業
程
度

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

  

申
込
用
紙

申
込
用
紙
は
十
二
月
二
日
㈫
以

降
に
上
勝
町
役
場
総
務
課
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
﹁
職
員
試
験
請
求
︵
試

験
区
分

一
般
事
務
﹂
と
朱
書
き

し
、
宛
先
明
記
を
し
て
百
二
十
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

  

申
込
受
付
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
日
㈫

か
ら
平
成
二
十
七
年
一
月
七
日
㈬

ま
で

  
第
一
次
試
験
日

平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
㈰

  

試
験
会
場

上
勝
町
役
場
︵
又
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︶

＊
受
験
者
数
に
よ
り
受
験
場
所
の

変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込

者
に
通
知
し
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
、
上
勝
町
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
上

勝
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〒
七
七
一
ー
四
五
〇
一

徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
福
原

字
下
横
峯
三
ー
一

☎
〇
八
八
五
ー
四
六
ー
〇
一
一
一

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

八
〇
七
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.k
a
m

ik
a
tsu

.jp

上
勝
町
職
員
採
用

      

追
加
試
験
の
お
知
ら
せ

平成
26年度

10月15日に、高齢者叙勲の伝達式が
県庁で行われました。本町からは 井
憲一氏が昭和59年１月から町議会議員
として通算12年にわたり地方自治の発
展に貢献された功績（地方自治功労）
を称えられ、内閣総理大臣より旭日単
光章が授与されました。
今回受章した高齢者叙勲は、国家又

は公共に対し功労のあった方で、いま
だ叙勲されていない功労者のうち88歳
になった者を春秋叙勲とは別に叙勲す
るもので、各省庁の大臣等から内閣総
理大臣に候補者が推薦され、（賞勲局
で審査を行い）閣議決定の上、裁可を
得て発令される叙勲です。

叙勲旭日単光章

収
穫
祭 

＆ 

棚
田

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

十
一
月
三
日
、
主
催:

樫
原

の
棚
田
村
、
共
催:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
郷
の
元
気
、
支
援
協
力:

か

み
か
つ
棚
田
の
め
ぐ
み
活
用
会

議
、
協
力:

学
校
法
人
穴
吹
学

園
、
一
般
社
団
法
人
上
勝
ラ
ン

デ
ヴ
ー
、
㈱
高
鉾
建
設
酒
販
事

業
部
に
よ
り
、
収
穫
祭
＆
棚
田

de
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、

約
百
名
の
参
加
者
が
新
郎
新
婦

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、
羽
織
は
か
ま

と
着
物
姿
の
二
人
が
、
樫
原
集

落
の
棚
田
の
あ
ぜ
道
を
ゆ
っ
く

り
と
練
り
歩
き
、
参
加
者
は
、

﹁
紅
葉
の
葉
っ
ぱ
﹂
と
﹁
ラ
イ

ス
シ
ャ
ワ
ー
﹂
に
よ
り
祝
福
し

ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
、
棚
田
な
ど

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 de
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トクシマ
インディゴゥズ

芸能発表

十
一
月
十
六
日
、
田
野
々

地
区
の
棚
田
で
﹁
第
十
三
回

棚
田
の
音
色
〜
大
地
に
さ
さ

げ
る
音
楽
祭
〜
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。

上
勝
小
学
校
児
童
や
上
勝

中
学
校
音
楽
部
、
ト
ク
シ
マ

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ゥ
ズ
の
演
奏
な

ど
が
大
自
然
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
ご

尽
力
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

棚
田
の
音
色
実
行
委
員
会
一
同

十
一
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
四
回
上

勝
町
芸
術
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
り
、
会
員
に
よ
る
生
け

花
や
写
真
、
詩
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
、

編
み
物
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
園
児
、
児

童
生
徒
の
絵
画
や
書
道
等
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

八
日
は
、
生
実
字
萱
木
屋
地
区
の
野
外

ア
ー
ト
作
品
﹁
森
林︵
も
り
︶の
あ
が
り
は

な
﹂
に
お
い
て
、
他
町
と
の
交
流
音
楽
祭

を
開
催
し
、
晴
天
の
中
、
自
然
と
音
楽
が

調
和
し
、
紅
葉
中
の
山
々
に
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
九
日
に
は
会
員
に
よ
る
芸
能
発

表
を
行
い
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

で
き
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

七
月
二
十
八
日
、
鳴
門
市
文
化

会
館
に
お
い
て
、
徳
島
県
学
校
音

楽
祭 

器
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
場
し
、
見
事
、
小
編
成
部
門
で

銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

休
日
も
時
間
の
許
す
限
り
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
、
子
ど

も
た
ち
が
毎
日
厳
し
い
練
習
を
乗

り
越
え
て
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
三
年
生
が
下
級
生
を

ま
と
め
た
結
果
、
小
さ
な
学
校
が

大
き
な
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
。

上
勝
中
学
校
音
楽
部
銀
賞
受
賞

第24回

上勝町芸術文化祭上勝町芸術文化祭

棚田の音色
   ～大地にささげる音楽祭～

上勝小学校トクシマ
インディゴゥズ

「森林（もり）のあがりはな」 交流音楽祭「森林（もり）のあがりはな」 交流音楽祭

芸能発表

演奏終了後、みんな笑顔で記念撮影
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学校法人穴吹学園学生との準備の様子

末永くお幸せに ! !

上勝産檜でリノベーション
されたリビング

協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

十
一
月
下
旬
よ
り
開
設
し
ま
し
た
、

旧
井
岡
邸︵
福
原
字
平
間
︶を
改
装
し

た
移
住
宿
泊
体
験
施
設︵
オ
ー
ベ
ル
ジ

ュ
い
ち
じ
ゅ
の
か
げ
︶の
内
覧
会
を
行

い
ま
す
。

本
施
設
は
、
古
い
空
き
屋
を
再
生
し
、

美
し
い
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
、
新

た
な
産
業
創
造
と
移
住
観
光
を
促
進

す
る
目
的
を
も
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
に
は
、
イ
タ
リ
ア
料
理
の
名

店
ア
ル
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
店
な
ど
で
活
躍
し
た
シ
ェ
フ

を
招
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
宿
泊
の
複

合
施
設︵
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
︶と
な
り
ま
す
。

上
勝
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
内
覧
で
き
ま
す
。

●

日
時

十
二
月
六
日
㈯

十
時
〜
十
二
時
ま
で

●

場
所

上
勝
町
大
字
福
原
字
平
間
六
十
二

番
地
︵
月
ヶ
谷
温
泉
の
裏
︶

●

お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン

I P
〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
九
五
一
九

新
し
く
購
入
し
た
本
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
役

場
支
所
の
教
養
娯
楽
室
に

貸
出
用
図
書
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。︵
平
日
の
八
時
三
十
分

か
ら
十
七
時
の
会
議
等
で

教
養
娯
楽
室
を
使
用
し
て

い
な
い
場
合
の
み
貸
出
で

き
ま
す
︶

世
界
を
操
る
支
配
者
の
正
体
、
ム
ー
ミ

ン
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
、
ふ
し
ぎ

な
国
道
、
カ
フ
ェ
と
日
本
人
、
で
き
な

い
こ
と
は
や
り
ま
せ
ん
、
峠
う
ど
ん
物

語
上
下
、
ん
ふ
ん
ふ
な
め
こ
絵
本 

さ
い

こ
う
の
ス
ー
プ
、
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ 

よ
う

か
い
だ
い
ず
か
ん 

と
も
だ
ち
だ
い
し
ゅ

う
ご
う
！
、
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や

さ
ん
、
動
物
の
迷
路
、
ザ
・
地
銀
、
名

選
手
に
ド
ラ
マ
あ
り

ほ
か

上
勝
町
空
き
家
活
用
整
備
事
業

移
住
宿
泊
体
験
施
設
・
内
覧
会
の

案
内

新 着 図 書 の 紹 介新 着 図 書 の 紹 介

野
々
山   

聡

皆
さ
ん
、
い
つ
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
一
月
三
日
、
樫
原
の
棚
田
に
て
収
穫

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
通
常
の
収

穫
祭
に
併
せ
て
棚
田
de
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
運
営
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
目
的
と
し
て
、
棚
田
オ
ナ

ー
制
度
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、

新
た
に
棚
田
を
活
用
し
て
の
交
流
事
業
な

ど
が
で
き
な
い
か
と
の
地
元
の
想
い
に
よ

り
、
樫
原
の
棚
田
村
と
学
校
法
人
穴
吹
学

園
の
先
生
を
は
じ
め
、
学
生
の
皆
さ
ん
と

が
共
催
に
よ
り
開
催
し
、
上
勝
町
長
を
は

じ
め
約
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
に
よ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
さ

え
整
え
ば
、
上
勝
町
内
で
の
﹃
ア
ウ
ト
ド

ア
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
﹄
の
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
、
ぜ

ひ
こ
れ
か
ら
の
上
勝
町
滞
在
型
農
林
業
体

験
実
習
拠
点
施
設
︵
コ
テ
ー
ジ
・
キ
ャ
ン

プ
場
︶
改
革
に
も
取
り
入
れ
て
﹃
上
勝
町

ら
し
い
、
そ
し
て
自
分
ら
し
い
﹄
異
日
常

サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樫
原
の
棚
田
村
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
学
校
法
人
穴
吹
学
園
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

5
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森づくりボランティア 上勝in

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
の
七
日
間
、

全
国
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
上
勝
町
消
防
団
も
、

十
一
月
九
日
に
全
分
団
で
消
防
車
に
よ

る
防
火
パ
レ
ー
ド
で
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
と
、
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
を
利
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
き
ま
し
て

も
特
に
火
の
取
り
扱
い
・
後
始
末
は
念

入
り
に
し
て
い
た
だ
き
、
火
災
予
防
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
六
年

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
消
す
ま
で
は
、

      

心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
〜

防
火
パ
レ
ー
ド
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

持
続
可
能
な
集
落
再
生
活
動

社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
に
関

心
の
高
い
団
体︵
企
業
・
大
学
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︶
に
徳
島
県
の
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

農
山
漁
村
の
地
域
住
民
の
方
と

協
働
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
活
力
を
呼
び
起
こ
し
、
農

山
漁
村
の
保
全
・
活
性
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

﹁
ふ
る
さ
と
応
援
し
隊
事
業
を
、

美
し
い
集
落
︵
谷
口
・
大
北
︶

推
進
協
議
会
が
実
施
し
ま
し
た
。

▼
十
月
十
八
日

﹁
徳
島
農
大
そ
ら
そ
う
じ
ゃ
﹂

に
応
援
い
た
だ
き
、
生
実
字
萱

木
屋
地
区
の
野
外
ア
ー
ト
作
品

﹁
森
林︵
も
り
︶の
あ
が
り
は
な
﹂

周
辺
の
景
観
整
備
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

▼
十
一
月
八
日

﹁
㈱
徳
島
銀
行
﹂
に
応
援
い

た
だ
き
、
生
実
字
雄
中
面
に
あ

る
観
光
資
源
﹁
百
聞
滝
﹂
周
辺

の
遊
歩
道
の
環
境
保
全
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
、
資
源
︵
自

然
文
化
資
源
、
産
業
資
源
、
人

的
資
源
、
遊
休
資
源
等
︶
を
活

用
し
、
都
市
住
民
等
と
の
交
流

や
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、

魅
力
あ
る
持
続
可
能
な
集
落
再

生
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

森づくりボランティア 上勝in

十
月
二
十
五
日
、
町
内
の
森

林
に
お
い
て
、
森
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
in
上
勝
が
上
勝
林
友

会
主
催
の
も
と
、
上
勝
な
で
し

こ
愛
林
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

町
内
外
か
ら
二
十
六
名
の
参
加

を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
㈳
徳
島
森
林

づ
く
り
推
進
機
構
の
﹁
県
民
参

加
の
森
づ
く
り
事
業
、
緑
の
募

金
に
よ
る
平
成
二
十
六
年
度
森

林
づ
く
り
交
付
金
事
業
﹂
の
支

援
を
頂
き
、
間
伐
作
業
な
ど
の

体
験
を
通
じ
て
、
間
伐
の
大
切

さ
や
大
変
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

と
共
に
、
人
々
の
生
活
や
環
境

と
森
林
と
の
関
係
に
つ
い
て
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
、
参
加
者
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
上
勝
な
で
し

こ
愛
林
会
、
上
勝
林
友
会
の
皆

さ
ま
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
間
伐
及
び
搬
出
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

総
務
課   
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上
勝
町
で
は
人
権
週
間
に
ち

な
み
十
二
月
五
日
㈮
に
人
権
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人

生
を
送
る
上
で
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
で
は
、
無
料

で
人
権
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
十
二
月
五
日
㈮
十

三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
階

に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

十
二
月
四
日
㈭
〜

十
二
月
十
日
㈬

第
六
十
六
回

人
権
週
間

○

美  

馬  

一  

之
︵
正
木
︶

○

関  　

  

祥  

子
︵
生
実
︶

○

仁  

田   

宗 

男
︵
福
原
︶

住
民
課   

  

期  

間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
一
月
十
日
ま
で

年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増

加
等
に
伴
い
交
通
事
故
が
多
発

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

次
の
点
に
重
点
を
置
き
、
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
、
事
故

の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

☆
飲
酒
運
転
及
び
無
謀
運
転
の

追
放

☆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

☆
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
反
射
材
の
効
果
的
活
用

☆
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

日
が
暮
れ
る
の
も
早
く
、
日

没
前
後
の
時
間
帯
に
高
齢
者
の

関
係
す
る
交
通
事
故
死
亡
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

﹁
ま
だ
早
い
か
な
？
﹂
と
思
う

日
没
三
十
分
前
く
ら
い
か
ら
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
て
、
歩
行
者
等

に
車
輛
の
接
近
を
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
は
明
る
い
服

装
や
反
射
材
を
活
用
し
て
、
自

己
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

  

期  

間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で

町
民
皆
さ
ま
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
よ
り
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
件
数
は
減
少
傾
向

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

安
全
で
安
心
で
き
る
交
通
環

境
を
確
立
す
る
た
め
一
人
ひ
と

り
が
飲
酒
運
転
追
放
に
向
け
た

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
の
飲

酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
の
時

期
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、｢

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
飲

む
な
ら
乗
ら
な
い
﹂
を
心
が
け

て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
撲
滅

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。総

務
課   

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

徳
島
県

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間

●

作
業
内
容

道
路
沿
線
の
除
草
及
び
枝

打
ち
、
側
溝
土
砂
取
除
き

な
ど

●

採
用
予
定
人
数

一
名

●

条
件

・
日
　
給

一
万
円
／
日
程
度

・
そ
の
他

時
間
外
手
当
、
通
勤
費
別

途
支
給
、健
康
保
険
、厚
生

年
金
、雇
用
保
険
の
加
入

●

就
業
場
所

上
勝
町
内
︵
現
場
︶

●

勤
務
時
間

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十

五
分
︵
状
況
に
よ
り
、
時

間
外
・
休
日
勤
務
あ
り
︶

●

任
用
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
中

旬
〜
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
一
日

●

応
募
資
格

・
概
ね
三
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
方
︵
離
職
者
︶

・
普
通
免
許
を
有
す
る
方

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

・
草
刈
機
で
の
作
業
経
験
が

あ
る
方

●

応
募
期
間
及
び
締
切
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日

㈬
〜
十
二
月
十
日
㈬
必
着

●

提
出
物

履
歴
書︵
市
販
の
履
歴
書
一

通
に
写
真
貼
付
の
こ
と
︶

●

試
験
の
内
容

面
接
な
ど
に
よ
る
選
考
試
験

※
日
時
な
ど
は
応
募
者
に
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

●

お
申
し
込
み
先
、

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
一
ー
四
五
〇
一

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
福
原
字

下
横
峯
三
ー
一

建
設
課

☎
四
六
ー
〇
一
一
一

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

八
〇
七
一

建
設
課
臨
時
職
員
募
集

道
路
等
修
路
作
業
の
た
め
の    

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す



ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

10月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

3.84t

1.7t減

4.5kg

1.78t

0.1t増

2.1kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

405番

277・394番

128・370番

うちら
も紙分けよるでようちら
も紙分けよるでようちら
も紙分けよるでよ

２カ月に一度、

自宅までごみを収集に

伺っている皆さんだよ。

(一般廃棄物運搬支援事業 )

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
雑
紙
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
平
成
二
十
六
年
十

一
月
現
在
で
四
二
六
名
の
方

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
み
が
出
来
ず

運
搬
支
援
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

高
齢
の
方
も
、
紙
は
資
源
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
分
別
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
雑
紙
の
回
収
量
は
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、﹁
商
品
券
、

な
か
な
か
当
た
れ
へ
ん
わ
﹂
と
の
声
が
聞
こ
え
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
せ
っ
か
く
資
源
回
収
に
ご
協
力

頂
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
、
少
し
で
も
還
元
で
き
る
よ

う
一
月
は
当
選
数
を
増
や
し
て
抽
選
会
を
行
い
ま
す
！

ま
だ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
是
非
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
カ
ー
ド
を
お

作
り
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
紙

の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

１等（8,000円分商品券等）1組

　２等（5,000円分商品券等）1組

　３等（2,000円分商品券等）2組

　４等（500円分商品券等）　2組

　５等（トイレットペーパー3つ）

　　　　　　　　　　　84組

当選番号は１月号の広報にて
発表

ジャンボ
抽選会

お楽しみに！

新

春
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補助金額

補
助
金
名

上
勝
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活

用

促

進

事

業

補

助

金

補助対象経費 保 持 年 数

木質系ボイラーな
ど本体の購入及び
設置に要する経費

ペレットストーブ・薪スト
ーブ等の本体の購入
及び設置に要する経費

太陽光発電設備
本体の購入及び
設置に要する経費

小型水力発電機
本体の購入及び
設置に要する経費

設置の日から

10年

設置の日から

６年

設置の日から

10年

設置の日から

10年

補助対象経費の1/3以内

1台につき上限額は20万円

補助対象経費の1/4以内、
又は1kwあたり5万円の
どちらか少ない額

上限額は20万円

補助対象経費の1/4以内、
又は1kwあたり5万円の
どちらか少ない額

上限額は20万円

補助対象経費の1/3以内

1台につき上限額は50万円

補助対象経費の1/4以内、
又は1kwあたり5万円の
どちらか少ない額

上限額は50万円

補助対象経費の1/4以内、
又は1kwあたり5万円の
どちらか少ない額

上限額は50万円

個　　　人 法　　　人
（法人登記された団体）

補 助 金 の 額
(千円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てた額)

補助対象経費の1/3以内

1台につき上限額は50万円

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
再
生
可
能
︵
自
然
︶
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
積
極
的
に
支
援

し
、
低
炭
素
型
社
会
の
形
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
四
月

か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

︵
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
︶
の

購
入
・
設
置
を
行
う
方
︵
事
業
者

を
含
む
︶
を
対
象
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
上
勝
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
促
進
事
業
補
助
金
申
請

の
受
付
中
で
す
が
、
次
の
期
限
で

受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

補
助
金
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
次
の
期
日
ま
で
に
、
企

画
環
境
課
へ
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

  

補
助
対
象
と
な
る
再
生
可
能

                 

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

・
小
型
水
力
発
電
機

・
太
陽
光
発
電
設
備

・
ペ
レ
ッ
ト
又
は
薪
ス
ト
ー
ブ

・
木
質
系
ボ
イ
ラ
ー

各
本
体
の
購
入
及
び
設
置
の
経
費

た
だ
し
、
営
利
目
的
を
除
く
。

  

補
助
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
内
に
事
務
所
を
置
い
て
活
動

す
る
任
意
団
体

・
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
も
の
。

︵
一
︶再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

を
町
内
に
存
す
る
自
ら
居
住

す
る
住
宅
、活
動
施
設︵
当
該

団
体
の
活
動
の
た
め
に
使
用

す
る
施
設
︶、事
業
所
及
び
集

会
所
な
ど
公
共
的
目
的
に
使

用
す
る
場
所
に
設
置
し
よ
う

と
す
る
者

︵
二
︶設
置
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
使
用
状
況
に
つ

い
て
、
町
が
行
う
モ
ニ
タ
ー

調
査
及
び
事
例
発
表
な
ど
の

啓
発
事
業
に
協
力
で
き
る
者

︵
三
︶
太
陽
光
発
電
設
備
の
場
合
、

自
ら
電
力
事
業
者
と
電
力
受

給
契
約
を
締
結
す
る
者

︵
四
︶過
去
に
当
該
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
こ
と
が
無
い
者

で
、か
つ
、同
補
助
金
交
付
を

受
け
た
こ
と
が
無
い
設
備
建

物

︵
五
︶
原
則
と
し
て
、
町
民
税
な
ど

の
滞
納
が
無
い
者

︵
六
︶町
の
他
の
事
業
補
助
金
な
ど

と
の
併
用
し
て
い
な
い
者

︵
国
・
県
・
他
の
団
体
な
ど
か

ら
の
補
助
金
と
併
用
可
能
︶

  

補
助
申
請
の
受
付
期
限

十
二
月
二
十
六
日
㈮

た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

  

補
助
申
請
の
方
法

役
場
の
企
画
環
境
課
で
申
請
書

類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

必
ず
、
工
事
着
手
前
ま
で
に
申

請
し
、
年
度
内
に
完
了
し
て
く
だ

さ
い
。

  

留
意
事
項

住
宅
用
以
外
な
ど
全
量
買
取
と

な
る
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電

設
備
を
電
力
事
業
者
へ
、
十
月
一

日
以
降
に
新
た
に
行
う
受
給
契
約

に
つ
い
て
は
、
保
留
に
な
っ
た
り
、

締
結
困
難
と
な
る
場
合
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
電
力
事

業
者
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

補
助
金
額

別
表
の
と
お
り

  

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
環
境
課

今
年
度
申
請
受
付 

ま
も
な
く
締
め
切
り
ま
す
！

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
設
置
補
助
金

9
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便
秘
症
と
は
、
排
便
が
三
日
以

上
な
い
場
合
を
い
い
ま
す
。
男
性

よ
り
も
女
性
に
多
く
、
特
に
高
齢

女
性
で
は
二
人
に
一
人
が
便
秘
で

悩
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
下
剤
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
も
い
ま
す

が
、
で
き
れ
ば
薬
は
控
え
た
い
も

の
で
す
ね
。

便
秘
の
原
因
と
し
て
、
自
律
神

経
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
や
睡
眠
不
足
で
自
律
神
経
が
乱

れ
、
副
交
感
神
経
の
機
能
が
低
下

す
る
と
、
腸
の
動
き
が
落
ち
て
便

秘
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
過
度
な

緊
張
、
興
奮
、
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ

な
ど
も
影
響
し
ま
す
。
と
き
ど
き

深
呼
吸
し
て
自
律
神
経
を
落
ち
つ

け
、
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
発
散
し

て
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

便
秘
の
人
は
、
大
便
が
大
腸
に

長
時
間
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

腸
内
環
境
が
悪
化
し
ま
す
。
善
玉

菌
が
減
り
、
悪
玉
菌
が
増
え
、
腸

の
動
き
が
さ
ら
に
低
下
し
、
便
秘

が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
お
な
ら
の

に
お
い
は
臭
く
な
り
、
肌
荒
れ
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

腸
内
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に

は
、
肉
や
油
料
理
を
減
ら
し
、
食

品
添
加
物
の
多
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
や
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
も
控
え

る
べ
き
で
す
。
緑
黄
色
野
菜
や
大

豆
食
品
、
海
藻
類
、
こ
ん
に
ゃ
く

な
ど
で
、
食
物
繊
維
を
し
っ
か
り

摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
果
物

や
野
菜
の
ジ
ュ
ー
ス
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
乳
製
品
、
﹁
食
前
に
一

杯
の
青
汁
﹂
と
い
う
の
を
試
し
て

み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
ね
。

運
動
習
慣
の
な
い
人
は
、
便
秘

に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
は
大
切
で
す
。

特
に
お
勧
め
な
の
は
、
体
を
ひ
ね

る
体
操
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
、

寝
転
が
っ
た
状
態
で
体
を
ひ
ね
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

お
腹
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
有
効
で

す
。
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
、
お

腹
全
体
を
順
番
に
軽
く
圧
迫
し
た

り
、
﹁
の
﹂
の
字
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

木

下

英

孝

199

上
勝
町
診
療
所

所
長

便
秘
の

お
話

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談

自
律
神
経
と
便
秘

パ
キ
ス
タ
ン
の
十
七
歳
の
女
子
学
生
マ
ラ

ラ
が
Ὶ
ノ
ῴ
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
Ί

‎
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ
‏
の
著
者
で
す
Ί

マ
ラ
ラ
は
Ὶ
女
子
教
育
を
否
定
す
る
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
タ
リ
バ
ン
に
対
し
て
Ὶ
す
べ
て

の
女
子
や
児
童
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
訴

え
Ὶ
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
Ί
二
年
前
に

タ
リ
バ
ン
に
襲
わ
れ
て
頭
を
撃
た
れ
ま
し
た

が
Ὶ
奇
跡
的
に
回
復
し
ま
し
た
Ί
自
分
を
銃

撃
し
た
タ
リ
バ
ン
を
憎
む
の
で
は
な
く
Ὶ
タ

リ
バ
ン
の
子
ど
も
達
に
こ
そ
教
育
が
必
要
だ

と
伝
え
て
い
ま
す
Ί
世
界
を
平
和
に
導
く
た

め
に
Ὶ
教
育
は
不
可
欠
で
す
Ί

多
く
の
人
が
Ὶ
教
育
Ὶ
平
和
Ὶ
平
等
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
闘
ℕ
て
い
ま
す
Ί

平
和
に
生
活
す
る
権
利
Ὶ
尊
厳
を
持
ℕ
て
扱

わ
れ
る
権
利
Ὶ
教
育
を
受
け
る
権
利
の
た
め

に
闘
ℕ
て
い
る
の
で
す
Ί

日
本
で
は
Ὶ
国
民
の
ほ
ぼ
全
員
が
あ
た
り

前
の
よ
う
に
教
育
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί

世
界
を
見
渡
せ
ば
Ὶ
こ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
す
Ί
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
に
感
謝
し
つ
つ
Ὶ
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
Ί

腸
内
環
境
を
整
え
る

体
操
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

便
秘
対
策
の
ま
と
め

●

朝
起
き
た
ら
、
コ
ッ
プ
一

杯
の
水
を
飲
む

●

食
事
の
前
に
果
物
や
野
菜

を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

●

朝
食
後
の
便
意
を
逃
さ
な

い
●

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

●

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い

●

と
き
ど
き
深
呼
吸
す
る

●

体
を
ひ
ね
る
体
操
を
す
る

●

お
な
か
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す

る

わ
た
し
は
マ
ラ
ラ

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う



11

一
生
歩
き
続
け
る
た
め
に

                 

〜
膝
関
節
を
ま
も
ろ
う
編
〜

あ
な
た
は
ど
ん
な
症
状
に   

お
困
り
で
す
か
？

関
節
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

進
行
を
防
ぐ
生
活
は
？

お
風
呂
か
ら
急
に
立
ち
上
が
る
と

く
ら
く
ら
す
る
の
は
な
ぜ
？

貯 筋 教 室貯 筋 教 室

12月18日㈭ 14時〜16時

ところ コミュニティセンター

会　費 500円
もちもの：タオル・お茶などを
　　　　　ご用意ください。

ゆっくりと体をほぐし、無理のない
筋トレ体操を行います。楽しくお話
しながら一緒に体操しましょう。

歯の健康相談

上勝町診療所の

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

予約制となっております。

☎44−5010　IP050−3438−7872

12月９日㈫ 午前と午後

　１月７日㈬ 13時30分〜16時30分

※お電話にて上勝町診療所へご予約をお願いいたします。

徐
々
に
症
状
が
悪
化
す
る
と
⋯

膝
へ
の
負
荷
は
？            

膝
関
節
の
老
化
と
は
？      

・
な
ん
と
な
く
膝
に
違
和
感
あ
り

・
長
時
間
座
っ
て
い
て
立
ち
上
が

る
と
き
痛
い
と
感
じ
る

・
長
時
間
歩
き
続
け
た
後
や
、
山

登
り
の
あ
と
痛
む

・
動
き
始
め
る
と
き
に
痛
む

階
段
の
上
り
下
り
や
正
座
、
し

ゃ
が
み
こ
む
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
生
活
に
支
障
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
膝
は
股
関
節
と
並
ん
で
二
足
歩

行
の
大
事
な

”要
“
。
し
な
や

か
な
歩
行
を
作
り
出
し
ま
す
。

・
階
段
の
昇
降
や
歩
行
時

体
重
の
二
〜
三
倍

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
時体

重
の
四
〜
五
倍

長
年
使
い
続
け
る
う
ち
に
関
節

の
軟
骨
が
す
り
減
っ
て
痛
み
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
度
す

り
減
っ
て
し
ま
っ
た
関
節
軟
骨
は

元
通
り
に
は
修
復
し
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

・
膝
へ
の
負
担
の
大
き
い
生
活
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
下
肢
の
筋
力
が
お
ち
て
く
る
と
、

関
節
に
か
か
る
負
担
も
大
き
く

な
り
ま
す
。

・
痛
い
か
ら
と
安
静
に
し
て
い
る

と
、
膝
の
痛
み
は
さ
ら
に
悪
化

し
ま
す
︵
潤
滑
液
の
生
成
抑
制
︶

・
重
い
体
重
も
膝
へ
の
大
き
な
負

荷
と
な
り
ま
す
。

膝
や
腰
が
悪
い
と
常
に
膝
を
曲

げ
た
姿
勢
に
な
り
、
靱
帯
を
使
う

仕
組
み
が
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

負
担
は
す
べ
て
大
腿
四
頭
筋
︵
太

も
も
全
面
︶
に
頼
る
た
め
に
疲
れ

や
す
く
な
り
、
長
く
立
っ
た
り
歩

い
た
り
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で

・
適
切
な
体
重
の
維
持
に
努
め
る

・
自
分
の
足
に
合
っ
た
靴
を
は
く

・
で
き
る
だ
け
洋
式
の
生
活
に

立
っ
た
り
座
っ
た
り
繰
り
返
す

動
作
は
、
関
節
に
負
担
を
か
け
ま

す
。
ベ
ッ
ド
、
い
す
、
洋
式
ト
イ

レ
の
使
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
冷
や
さ
な
い

冷
え
る
と
痛
み
が
悪
化
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
つ
け
る
な
ど

保
温
に
心
が
け
る
。

・
関
節
周
囲
の
血
行
を
改
善
し
、

筋
肉
を
ほ
ぐ
す

三
十
九
〜
四
十
度
程
度
の
ぬ
る

め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
入
る
こ
と

で
血
行
を
改
善
さ
せ
痛
み
を
和
ら

げ
る
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

※
強
い
痛
み
が
あ
る
と
き
に
は
患

部
を
温
め
ず
に
医
療
機
関
へ
。

◆
痛
み
が
強
い
と
き
の
注
意
点

・
正
座
を
さ
け
る

膝
に
か
な
り
の
負
担
を
か
け
ま

す
。
痛
み
が
な
く
な
っ
て
も
長
時

間
は
さ
け
る
。

・
長
時
間
の
歩
行
や
激
し
い
運
動

は
さ
け
る

・
重
い
荷
物
を
持
つ
の
を
控
え
る

・
杖
な
ど
を
上
手
に
活
用

杖
を
つ
く
こ
と
で
膝
へ
の
負
担

が
三
分
の
二
に
軽
減
さ
れ
る
。

・
痛
み
を
和
ら
げ
る
装
具
の
活
用

使
用
に
つ
い
て
は
担
当
医
師
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
何
よ
り
関
節
を
や
わ
ら
か
く
し
、

筋
肉
を
つ
け
よ
う
！

こ
こ
数
年
、
全
国
で
高
齢
者
の

入
浴
中
の
死
亡
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
特
に
冬
に
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
注
意
し
、
安
全
に
お
風
呂

に
入
り
ま
し
ょ
う
。

●

死
亡
事
故
は
お
風
呂
で
体
が
熱

く
な
り
す
ぎ
る
た
め
に
起
こ
り

ま
す

●

体
が
熱
く
な
り
す
ぎ
る
の
は
、

湯
が
熱
い
と
き
と
、
長
風
呂
の

と
き

●

四
十
一
度
未
満
で
十
分
以
内
の

入
浴
が
最
適
で
す

●

浴
室
や
脱
衣
所
を
暖
か
く
す
る

工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

入
浴
中
は
水
圧
が
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
状
態
か
ら
急
に
立

つ
と
水
圧
が
な
く
な
り
圧
迫
さ
れ

て
い
た
血
管
が
一
気
に
ひ
ろ
が
り

ま
す
。
す
る
と
脳
に
行
く
血
流
が

減
り
、
脳
は
貧
血
の
状
態
と
な
り
、

立
ち
く
ら
み
を
お
こ
し
ま
す
。
浴

槽
か
ら
出
る
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と

立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

気
を
つ
け
て
！

冬
の
お
風
呂
の
死
亡
事
故

冬
の
お
風
呂
の
死
亡
事
故

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す
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上
勝
町
成
人
式
の

       

開
催
に
つ
い
て

平成
27年

平成
27年 上勝町

消防団出初式
■日 時 １月４日㈰

　　　　 開会10時（雨天時は10時30分）

■場 所 上勝小学校グラウンド
　　　　 （雨天時は上勝小学校体育館）

■
日 

時

一
月
二
日
㈮

■
受 

付

九
時
か
ら

■
開 

式

九
時
三
十
分
か
ら

■
場 

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
対 

象

平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
上
勝
中
学
校
の
卒
業
生

及
び
現
在
上
勝
町
に
在
住
の
方
。

※
対
象
者
に
は
、
案
内
通
知
を
い
た
し
ま
す
が
届

か
な
い
場
合
は
、
上
勝
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※当日は、６時にサイレンを鳴らします

　ので災害などと間違わないよう、ご注

　意ください。　　　　　　　総務課

  

と

き 

十
二
月
十
五
日
㈪

十
時
〜
十
五
時

  

と
こ
ろ 

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

︵
上
勝
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
会
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
す
。︶

  

内

容

▼
午
前
の
部

地
域
交
流
講
座

﹃
上
勝
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
﹄

▼
午
後
の
部

趣
味
の
講
座

﹃
お
正
月
の
生
け
花
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
﹄

  

講
師

未
生
流
師
範

川
端
末
子
さ
ん

  
参
加
料

生
け
花
材
料
費
五
百
円
︵
当
日
集
金
し
ま
す
︶

★
趣
味
の
講
座
に
参
加
さ
れ
る
方
は
剣
山
と
花
ば
さ

み
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
福
祉
バ
ス
は
福
川
を
八
時
三
十
分
に
出
発
し
、
市

宇
下
を
九
時
二
十
分
に
再
出
発
し
ま
す
。

★
高
齢
者
教
室
は
年
齢
や
所
属
に
関
係
な
く
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
教
育
委
員
会

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

I P
〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
七
三
一
一

高
齢
者
教
室
ご
案
内

第
五
回

地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
事
業
を
展
開

し
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
上
勝

町
ま
る
ご
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
第
二
回
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
三
日
㈯
十
八
時
〜
二
十
時

場
所

徳
島
大
学
上
勝
学
舎

上
勝
町
大
字
福
原
字
川
北
三
十
番
地

落
合
複
合
住
宅
一
階

講
師

川
口
幹
子
氏
︵
日
本
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ

Ｂ
計
画
委
員
会
委
員
︶

澤
田
俊
明
氏
︵
徳
島
大
学
客
員
教
授
︶

内
容

環
境
教
育
・
自
然
体
験
活
動
展
開
の

先
進
地
講
座
﹁
生
物
多
様
性
と
環
境

教
育
・
自
然
体
験
﹂

協
力

上
勝
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会

企
画
環
境
課   

第２回講座上勝
町まるご

とエコツーリズム上勝
町まるご

とエコツーリズム

案 内 板
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　3　※　 4 5

午　　後

10 11 12

午　　後

　17　※　 18 19

午　　後

午　　後

月

3　2　※　1 4 5

10　9　※　8 11 12

171615 18 19

242322 25 26

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

313029

歯　　科

医 科
午　前

午　後

水 木 金

12月担当医表
（上勝町診療所） 電　話 44−5010

IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

24 25 26

天　皇
誕生日

休　診 休　診 休　診

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原

木　　下

樫　　原

木　　下

木　　下

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

※２日午後は、木下医師は往診です。
※９日午後は、樫原医師のみで担当します。
※６日㈯の午前中は、インフルエンザ予防接種の日です。

※３日、17日は、インフルエンザ予防接種の日です。　　予防接種の受付時間 13：00〜15：00  

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

納期限 平成26年12月25日㈭

固 定 資 産 税
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

３期分

５期分

６期分

６期分

督促状の出るもの

後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

４期分

５期分

５期分

　納期限は12月１日㈪でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
12月19日㈮に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

毎週木曜日　19時〜21時
（12月25日、1月１日は休講です。）

場所：役場支所
受講料無料

お申し込み・お問い合わせ
教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

12月18日㈭  13時〜16時30分

高鉾公民館
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。
　なお、法務局係員が来所します。

心 配 ご と 相 談

12月20日㈯  ９時〜正午
※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を
受
給
す

る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年

十
二
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
住
民
課
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。公

的
年
金
と
は
、
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
報
償
な
ど

  

今
回
の
改
正
に
よ
り

  

新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死

亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

場
合

な
ど

  

参   

考

児
童
扶
養
手
当
の
月
額

平
成
二
十
六
年
四
月
〜

・
子
ど
も
一
人
の
場
合

全
部
支
給

四
万
千
二
十
円

一
部
支
給

四
万
千
十
円
〜

九
千
六
百
八
十
円

︵
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
︶

・
子
ど
も
二
人
以
上
の
加
算
額

二
人
目

五
千
円

三
人
目
以
降一

人
に
つ
き

三
千
円

  

新
た
に
手
当
を

           

受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
住
民
課
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。
平
成
二
十
六
年
十
二
月
よ
り
前

で
あ
っ
て
も
、
事
前
に
申
請
が
可
能

で
す
。

  

支
給
開
始
日

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平
成
二
十

六
年
十
二
月
一
日
に
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
二
十
七
年

三
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平

成
二
十
六
年
十
二
月
分
の
手
当
か
ら

受
給
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
〜
平
成
二

十
七
年
三
月
分
の
手
当
て
は
、
平
成

二
十
七
年
四
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課

平成26年12月１日から

大切な
お知らせ
です

本
格
的
な
冬
鳥
の
飛
来
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。
動
け

な
く
な
っ
て
い
た
り
、
死
亡
し

て
い
る
野
生
鳥
類
を
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
ら
、
冷
静
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

一
、
元
来
、
野
鳥
は
、
様
々
な

細
菌
や
寄
生
虫
、
病
気
な
ど

を
持
っ
て
い
ま
す
。

死
因
に
つ
い
て
も
、
栄
養

失
調
、
老
衰
、
病
気
、
事
故
、

他
の
動
物
に
襲
わ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
野
鳥
を
見
つ
け
た
か
ら

と
い
っ
て
直
ち
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
感
染
し
た
鳥
と
濃
厚
な
接

触
を
し
な
い
限
り
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染
を
過

度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
野
鳥
の
排
泄
物

な
ど
に
触
れ
た
場
合
に
は
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
︵
国
内
で
野
鳥
か

ら
人
に
感
染
し
た
事
例
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。︶

三
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
種
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
鳥
の

基
本
的
な
特
徴
は
、
渡
り
鳥

や
、
そ
れ
ら
を
捕
食
す
る
鳥
、

集
団
で
生
息
す
る
種
、
な
ど

の
鳥
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

大
ま
か
に
は
、
①
ハ
ト
よ
り

大
き
な
鳥

②
カ
モ
類
な
ど

の
水
鳥

③
鳥
を
捕
食
す
る

鳥
︵
猛
禽
類
︶
で
す
。

四
、
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生

動
物
は
、
素
手
で
触
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
も
考
え
ら
れ

ま
す
し
、
そ
れ
以
外
の
感
染

症
や
、
毒
物
に
よ
る
違
法
な

鳥
類
の
殺
傷
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

同
じ
場
所
で
多
数
の
野
鳥
な

ど
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
や
、

同
じ
場
所
で
相
次
い
で
野
鳥
が

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
徳
島
県

自
然
環
境
戦
略
課
︵
☎
〇
八
八

ー
六
二
一
ー
二
二
六
二
︶
も
し

く
は
、
企
画
環
境
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

疑
わ
し
い

   

死
亡
野
鳥
に
つ
い
て

「児童扶養手当法」の一部が

　　　　　　　  改正されます
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

遠
目
に
も
柿
落
葉
し
て
柿
光
る
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

い
く
た
び
も
両
手
合
わ
せ
し
今
年
米
　
　
　
　
　
千
　
恵

晩
秋
の
家
路
に
急
ぐ
空
あ
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
詩
　
江

新
米
の
湯
気
顔
に
浴
び
し
ゃ
も
じ
切
る
　
　
　
　
あ
つ
子

主
去
り
て
庭
に
重
な
る
柿
落
葉
　
　
　
　
　
　
　
枇
　
呂

多
彩
な
る
染
め
分
け
し
た
る
柿
落
葉
　
　
　
　
　
　
妙

晴
れ
わ
た
り
し
ば
し
眺
め
て
後
の
月
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

山
肌
に
雲
湧
く
狭
間
十
三
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
美
代
子

わ
く
ら
葉
も
散
り
て
樹
木
に
名
残
月
　
　
　
　
　
善
　
男

山
越
え
て
お
く
れ
て
出
る
や
後
の
月
　
　
　
　
　
恭
　
子

も
う
一
枚
羽
お
り
て
待
つ
や
十
三
夜
　
　
　
　
　
米
　
子

新
米
も
供
え
仏
間
の
香
ぐ
わ
し
き
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

収穫祭のお米で作ったおにぎり

詩

上
勝
町
文
化
祭
　
古
里
す
べ
て
の
全
作
品

そ
の
道
に
達
し
　
す
ば
ら
し
い
　
個
性
豊
か
の

作
品
並
に
　
檜
舞
台
　
礼
賛
の
極
め
つ
け
に

感
激
今
年
の
　
心
に
の
こ
る
楽
し
い
一
日
で

自
ず
か
ら
励
め
ば
更
に
至
福
発
展

よ
み
が
え
る
な
り

信
　
一

山
峡
に
鹿
の
鳴
く
声
尾
を
ひ
き
て
紅
葉
の
里
は
暮
れ
な
ず
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
あ
や
子

大
丈
夫
言
葉
で
伝
え
る
思
い
や
り
孫
の
心
の
優
し
さ
に
会
う
　
　
　
　
　
　
　
　
節
　
子

菊
香
る
昭
和
も
遠
き
文
化
の
日
思
い
出
の
み
が
悩
裡
を
め
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
三
　

宮
の
杜
祭
り
囃
子
の
ト
ン
チ
キ
チ
孫
の
テ
ン
シ
ョ
ン
最
高
潮
に
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

晴
れ
渡
る
秋
の
夕
ぐ
れ
も
の
哀
し
か
え
ら
ぬ
夢
が
浮
び
て
消
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

今
宵
か
ぎ
り
皆
既
月
食
高
台
へ
黒
雲
は
ざ
ま
あ
く
な
く
身
つ
む
　
　
　
　
　
　
　
茂
　
美

こ
こ
ろ
細
い
晩
秋
な
れ
ど
春
く
れ
ば
元
気
に
茂
る
そ
ら
豆
植
え
る
　
　
　
　
　
　
た
み
江

温
暖
化
冬
に
な
り
し
も
野
山
に
は
い
ま
だ
に
紅
葉
見
え
ぬ
な
り
け
む
　
　
　
　
　
通
　
雄

さ
よ
う
な
ら
今
ま
で
僕
の
そ
ば
に
い
た
少
し
ば
か
り
の
棘
の
あ
る
花
　
　
　
　
　
秀
　
策

コ
ス
モ
ス
の
淡
き
ピ
ン
ク
の
秋
風
に
揺
れ
い
る
中
に
一
人
た
た
ず
む
　
　
　
　
　
恵
美
子

時
刻
む
自
然
の
サ
イ
ク
ル
着
実
に
秋
か
ら
冬
へ
と
季
移
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

防災センターで消火訓練

◆ 彩保育園 ◆

◆ 彩保育園 ◆

き
ざ
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平成26.11.１現在

戸籍の窓口

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

1
2

平
成

2
6
年

1
2
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
2
5

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

10月の視察来町者数平成26年

件　　　　　　  名3 6 3 8 7

森　トシヱ さん 94歳 （　旭　）

谷　フジ子 さん 83歳 （正木）

内 藤 輝 子 さん 76歳 （福原）

前月比

人 口
男
女

世帯数

1,750人（△５）
827人（△２）
923人（△３）
842戸（△４）

高齢化率　51.43％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

562人（△8）
309人（　3）
246人（　0）
294人（　1）
339人（△1）

250戸（△5）
146戸（　0）
125戸（　0）
144戸（　1）
177戸（　0）

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

詳しい内容については、下記センターに問い合わせください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社
四国支店 地域情報センタ

0120－960－138　ＩＰ 050‐3438‐9877
受付時間　９時～17時（平日）

　平成26年４月１日より消費税率の変更（消費税率及び地方

消費税率の引き上げにより、５％から８％へ変更）に伴い、消

費税率変更分を加算させていただいております。

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

日　　時 救急病院名

12月２日㈫

12月４日㈭

12月６日㈯

12月８日㈪

12月10日㈬

12月12日㈮

12月14日㈰

12月16日㈫

12月18日㈭

12月20日㈯

12月22日㈪

12月24日㈬

12月26日㈮

12月28日㈰

12月30日㈫

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

品名など 住所 氏名・団体

折 り 紙

どんぐり・写真撮影

加工所見学・飲料

お 菓 子

　旭　

小松島市

傍 示

植 松 時 寛

辻 　 義 徳

東とくしま農協上勝支所

㈱ 高 鉾 建 設

つつしんでご冥福をお祈りします

上勝町役場窓口業務について

　12月27日㈯〜１月４日㈰までの間、業務をお休みさせ
ていただきます。
　手続きなどがございましたらお早めにお越しください。

上勝町診療所・上勝町福原診療所の
休診について

　12月27日㈯〜１月４日㈰まで休診させていただきます。
　慢性疾患で通院中の方は、薬が不足しないように早めに
受診してください。

年末年始お休みのお知らせ

■休業期間　12月30日㈫〜１月６日㈫まで
　　　　　　年始は１月７日㈬から営業します。

■お問い合わせ先　毎日衛生有限会社　☎42−2139

し尿収集の年末年始休業について

●年末の粗大ごみ受入れ日

　12月27日㈯〜12月30日㈫

●年末年始のお休み

　12月31日㈬〜１月２日㈮

　年始のご利用開始は１月３日㈯７時30分より行います。

　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

年末年始の

日比ヶ谷ごみステーションの

ご利用について

ご結婚おめでとう
山城　憲一

新居真季子

（小松島市）さん

さん（福　原）


